
緒 言

　アザミウマ類は野菜，果樹，茶などの幅広い農作物に

深刻な被害を与える重要害虫である。中でもミカンキイ

ロアザミウマ Frankliniella occidentalis（Pergande）は，

１９９０年に関東地方の花き類で日本で最初に発生が確認さ

れた侵入害虫である（早瀬・福田，１９９１）。本種は寄主

範囲が広く（早瀬・福田，１９９１），薬剤抵抗性が発達し

有効な薬剤が少ない（多々良・鈴木，１９９３）ことから，

急速に発生地域を拡大し，花き・野菜・果樹栽培におけ

る重要な害虫となっている（佐伯，１９９８）。

　鹿児島県においても，１９９５年に薩摩半島南部のピーマ

ンほ場で発生が初確認され（鹿児島県病害虫防除所，

１９９５），その後，キクを中心に，ほぼ全域で発生を確認

した（林川，未発表）。今回，県内の花きほ場で採集し

たミカンキイロアザミウマとその他に発生を多く認めた

ヒラズハナアザミウマ Frankliniella intonsa（Trybom），

ハナアザミウマThrips hawaiiensis（Morgan）について，

薬剤感受性の検定を行ったので，その結果を報告する。

　本文に先立ち，採集にご協力頂いた川辺農業改良普及

センター，指宿農業改良普及センター，肝属農業改良普

及センター，姶良農業改良普及センターのみなさんに対

して謝意を表す。
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　１．供試虫及び供試薬剤

　第１表に供試したアザミウマの種名と採集地，その採

集植物を示した。供試虫は村井（１９９８）の方法に準じ，

幼虫期はソラマメ催芽種子（エアポンプを入れた水の中

で２～３日経過したもの），成虫期はマツ花粉を餌とし
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鹿児島県内の花きほ場で発生する主要アザミウマ類

３種に対する各種薬剤の殺虫効果
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Effects of some insecticides on Frankliniella occidentalis （Pergande）, Frankliniella 
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　鹿児島県内の花きほ場から採集したミカンキイロアザミウマ，ヒラズハナアザミウマ，ハナア
ザミウマ３種に対する２２薬剤の殺虫効果について検討した。３種雌成虫に対して殺虫効果が認め
られた薬剤は，プロチオホス乳剤，スピノサド水和剤，フィプロニルフロアブルの３剤であった。
また，ミカンキイロアザミウマとハナアザミウマの２齢幼虫に対してはDDVP乳剤とプロチオホ
ス乳剤の効果が認められた。これまで，ミカンキイロアザミウマ，ヒラズハナアザミウマに対し
て効果が高いとされていたクロルフェナピルフロアブルの殺虫効果は低かった。
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て累代飼育したものを用いた（以下，各地域から採集し

飼育した個体を各地域の個体群とする）。

　薬剤はキク，花き類で農薬登録があり，アザミウマ類

防除に使用されている２２種類の薬剤を水道水で常用濃度

に希釈して試験に用いた（第２表）。すべての供試薬剤

に展着剤としてベタリン－A５，０００倍を加用した。

　２．雌成虫に対する殺虫効果

　試験には，採集後，室内で３～９世代飼育した雌成虫

を用い（第１表），検定には第１図に示した飼育容器を

用いた。それぞれのスチロール瓶（１０m l，ポリスチレ

ン製）を供試薬液に５秒間浸し，風乾した後，スチロー

ル瓶内に餌として供試薬液に浸漬し風乾したピーマン葉
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第１表　供試したアザミウマ３種の採集場所と採集植物

検定世代採集植物種名採集年月採集場所

２齢幼虫雌成虫（栽培条件）（鹿児島県）

８～９世代８～９世代キク（施設）ミカンキイロアザミウマ２００５年６月枕崎市大塚

５世代３～４世代キク（施設）ミカンキイロアザミウマ２００５年１０月指宿市山川

－a）５世代キク（露地）ミカンキイロアザミウマ２００５年１０月湧水町幸田

－a）５世代バラ（施設）ヒラズハナアザミウマ２００５年１０月南大隅町根占

４～５世代３～４世代キク（施設）ハナアザミウマ２００５年１０月鹿屋市串良

a）検定未実施

第２表　供試薬剤に対するミカンキイロアザミウマ，ヒラズハナアザミウマ，ハナアザミウマ雌成虫
の死虫率 a）

ハナアザミウマヒラズハナアザミウマミカンキイロアザミウマ希釈倍数剤型供試薬剤b）

鹿屋市南大隅町湧水市指宿市枕崎市

有機リン系
１００　１００　５６．６５３．３６９．２１，０００乳剤　DDVP（５０）
１００　７２．２３．３７２．４４６．１１，０００水和剤　アセフェート
９６．７７０．０３．３６６．６２０．６１，０００水溶剤　アセフェート
１００　９４．７１００　９０．０８６．２１，０００乳剤　プロチオホス
１００　４２．１２０．０３７．９２８．５１，５００乳剤　ピラクロホス
１００　７５．０８６．６２７．５４０．０２，０００乳剤　マラソン
９６．５９０．４９０．０４５．１８４．８１，０００乳剤　クロルピリホスメチル

カーバメート系
９３．５２７．７３．５１３．７５９．３１，０００MC　ベンフラカルブ
４１．３３３．３３．３６．６２６．６１，０００フロアブル　カルボスルファン

合成ピレスロイド系
９３．５１００　３．５０　２６．９１，０００水和剤　アクリナトリン
６８．９２７．７６．４０　２０．６２，０００フロアブル　ビフェントリン

ネオニコチノイド系
６２．００　４４．８１０．３３１．０１，０００水溶剤　チアメトキサム
１００　１１．７３．００　６４．５２，０００フロアブル　イミダクロプリド
２９．６２２．２１５．６６．４０　２，０００水溶剤　ジノテフラン
６４．２４．７０　０　５．２２，０００水溶剤　クロチアニジン
７８．５２０．０３３．３３．３３．３２，０００水溶剤　アセタミプリド
７７．７１９．０３４．３０　１３．３１，０００水溶剤　ニテンピラム

その他
１００　３１．５３０．０３７．９３６．６１，０００乳剤　エマメクチン安息香酸塩
６５．５１０．５６３．３０　１１．５２，０００フロアブル　クロルフェナピル
１００　１００　１００　１００　１００　５，０００水和剤　スピノサド
２６．６１９．０１２．９０　０　１，０００乳剤　トルフェンピラド
１００　１００　１００　１００　１００　２，０００フロアブル　フィプロニル
０　１０．５０　０　０　５，０００　無処理＋展着剤
０　５．００　０　０　－　無処理

a）７２時間後の値．b）展着剤（ベタリン－A）５，０００倍を加用．



片（２ cm×２ cm），耳掻き１ /２杯程度のマツの花粉

を入れ，濾紙を挟みながら蓋（ポリエチレン製）で閉じ

た。容器上面に作った直径２mmの穴から供試虫約１０頭

を入れ，すぐに綿棒で塞ぎ，２０℃の恒温器内に置いた

（第１図）。

　供試虫の生死の判定は，７２時間後に実体顕微鏡下で調

査した。試験はミカンキイロアザミウマ，ハナアザミウ

マは３反復，ヒラズハナアザミウマは２反復で実施した。

　３．２齢幼虫に対する殺虫効果

　試験には枕崎市と指宿市で採集したミカンキイロアザ

ミウマ個体群と鹿屋市で採集したハナアザミウマ個体群

を用い，採集後，室内で４～５世代，または８～９世代

飼育した２齢幼虫を用いた（第１表）。試験は雌成虫と

同様に行い，生死の判定は７２時間後に実体顕微鏡下で調

査した。試験はすべて３反復で実施した。

結 果

　１．雌成虫に対する殺虫効果
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第３表　供試薬剤に対するミカンキイロアザミウマ，ハナアザミウマ２齢幼虫の死虫率a）

ハナアザミウマミカンキイロアザミウマ希釈倍数剤型供試薬剤b）

鹿屋市指宿市枕崎市

有機リン系
１００　８９．６１００　１，０００乳剤　DDVP（５０）
１００　２７．５１４．２１，０００水和剤　アセフェート
１００　４５．１１３．３１，０００水溶剤　アセフェート
１００　９６．４１００　１，０００乳剤　プロチオホス
１００　３０．０８９．６１，５００乳剤　ピラクロホス
１００　６４．０９３．１２，０００乳剤　マラソン
１００　７５．０９６．１１，０００乳剤　クロルピリホスメチル

カーバメート系
９０．０３．５８４．６１，０００MC　ベンフラカルブ
４１．９３．５１７．２１，０００フロアブル　カルボスルファン

合成ピレスロイド系
９６．７０　７．４１，０００水和剤　アクリナトリン
８９．６０　６．６２，０００フロアブル　ビフェントリン

ネオニコチノイド系
３１．００　０　１，０００水溶剤　チアメトキサム
６７．８０　１２．０２，０００フロアブル　イミダクロプリド
３５．４３．５０　２，０００水溶剤　ジノテフラン
５１．７０　０　２，０００水溶剤　クロチアニジン
７４．１２３．３４．０２，０００水溶剤　アセタミプリド
６２．０６．２１１．１１，０００水溶剤　ニテンピラム

その他
８４．８３．４０　１，０００乳剤　エマメクチン安息香酸塩
１００　１４．２３．３２，０００フロアブル　クロルフェナピル
９６．６６２．９４６．４５，０００水和剤　スピノサド
５８．００　０　１，０００乳剤　トルフェンピラド
１００　３４．６２７．５２，０００フロアブル　フィプロニル
１１．１０　３．７５，０００　無処理＋展着剤
２０．６０　１４．８－　無処理

a）７２時間後の値．b）展着剤（ベタリン－A）５，０００倍を加用．

スチロール瓶
（透　明）

25mm

綿棒
供試虫を入れる穴
（直径2mm）

蓋（キャップ）

31mm

濾紙
（縦45mm×横47mm）

ピーマン葉片
（20mm×20mm）

マツ花粉45mm

27mm

第１図　成虫，２齢幼虫の殺虫試験に用いた飼育容器



　ミカンキイロアザミウマ，ヒラズハナアザミウマおよ

びハナアザミウマ雌成虫に対する各種薬剤の殺虫効果を

第２表に示した。

　供試した有機リン系殺虫剤７剤のうち，３ヶ所から採

集したミカンキイロアザミウマ個体群のいずれに対して

も高い殺虫効果が認められる剤はなかったが，プロチオ

ホス乳剤は湧水町個体群に対しては高い殺虫効果が認め

られ，枕崎市個体群と指宿市個体群に対しても湧水町個

体群ほどではないが効果はみられた。マラソン乳剤処理

における死虫率は枕崎市，指宿市個体群では低かったが，

湧水町個体群では殺虫効果がみられた。また，クロルピ

リホスメチル乳剤は枕崎市個体群，湧水町個体群に対し

ては殺虫効果がみられたが，指宿市個体群に対しては効

果は低かった。ヒラズハナアザミウマに対して，DDVP

乳剤は高い殺虫効果を示した。また，プロチオホス乳剤，

クロルピリホスメチル乳剤では死虫率がそれぞれ９４％，

９０％と殺虫効果が認められた。ハナアザミウマに対して

は，全ての有機リン系殺虫剤で高い殺虫効果が認められ

た。

　カーバメート系殺虫剤は，ミカンキイロアザミウマと

ヒラズハナアザミウマに対して殺虫効果は低かったが，

ハナアザミウマに対しては，ベンフラカルブマイクロカ

プセルが死虫率９３％と殺虫効果が認められた。

　合成ピレスロイド系殺虫剤は，ミカンキイロアザミウ

マに対して殺虫効果は低かったが，アクリナトリン水和

剤はヒラズハナアザミウマに高い殺虫効果が認められれ，

ハナアザミウマにも死虫率９３％の殺虫効果を示した。

　ネオニコチノイド系殺虫剤はミカンキイロアザミウマ

とヒラズハナアザミウマに対して殺虫効果は低かった。

ハナアザミウマには，イミダクロプリドフロアブルは死

虫率１００％の高い殺虫効果が認められた。アセタミプリ

ド水溶剤とニテンピラム水溶剤は死虫率がそれぞれ７８％，

７７％とやや低いながらも効果が認められたが，その他の

供試剤については殺虫効果は低かった。

　その他の系統殺虫剤では，スピノサド水和剤とフィプ

ロニルフロアブルの２剤がミカンキイロアザミウマとヒ

ラズハナアザミウマに対して高い殺虫効果が認められた。

また，ハナアザミウマには，スピノサド水和剤，フィプ

ロニルフロアブル，エマメクチン安息香酸塩乳剤の３剤

が死虫率１００％と高い殺虫効果を示した。

　２．２齢幼虫に対する殺虫効果

　ミカンキイロアザミウマ，ハナアザミウマの２齢幼虫

に対する各種薬剤の殺虫効果を第３表に示した。

　有機リン系殺虫剤７剤のうち２ヶ所から採集したミカ

ンキイロアザミウマ個体群のいずれに対しても高い殺虫

効果が認められたのは，プロチオホス乳剤であった。枕

崎市個体群に対しては，DDVP乳剤，クロルピリホスメ

チル乳剤の殺虫効果も高く，ピラクロホス乳剤，マラソ

ン乳剤についても殺虫効果が認められた。しかし，指宿

市個体群ではDDVP乳剤の殺虫効果は認められたが，

その他の供試剤では殺虫効果は低いものが多く，枕崎市

個体群と指宿市個体群間で殺虫効果の違いがみられた。

ハナアザミウマでは，全ての有機リン系殺虫剤で高い殺

虫効果が認められた。

　カーバメート系殺虫剤では，ベンフラカルブマイクロ

カプセルは，ミカンキイロアザミウマ枕崎市個体群で

８４％の殺虫効果が認められたが，指宿市個体群では約

３％と低く，個体群間で殺虫効果の違いがみられた。ま

た，ハナアザミウマには，死虫率９０％と殺虫効果が認め

られた。なお，カルボスルファンフロアブルの殺虫効果

は両アザミウマとも低かった。

　合成ピレスロイド系殺虫剤は，ミカンキイロアザミウ

マに対する殺虫効果は認められなかったもののハナアザ

ミウマには殺虫効果が認められた。

　ネオニコチノイド系殺虫剤では，ミカンキイロアザミ

ウマに対する殺虫効果は低かった。ハナアザミウマには

アセタミプリド水溶剤が死虫率７４％と効果はみられるが

やや低く，その他の供試剤については殺虫効果は低かっ

た。

　その他の系統殺虫剤では，ミカンキイロアザミウマ雌

成虫に対する殺虫効果の高かったスピノサド水和剤と

フィプロニルフロアブルも２齢幼虫に対して効果が低

かった。ハナアザミウマに対しては，トルフェンピラド

乳剤以外は殺虫効果が認められ，中でもクロルフェナピ

ルフロアブル，スピノサド水和剤，フィプロニルフロア

ブルは殺虫効果が高かった。

考 察

　ミカンキイロアザミウマに対して合成ピレスロイド系

剤の殺虫効果は極めて低く（早瀬・福田，１９９１：多々

良・鈴木，１９９３；多々良・古橋，１９９３；片山，１９９７），

有機リン系，カーバメート系薬剤の中に殺虫効果の高い

ものがあると報告されている（多々良，１９９４；多々良・

古橋，１９９３；鶴田ら，１９９９）。本試験でも，合成ピレス

ロイド系薬剤の殺虫効果は雌成虫，２齢幼虫ともに低

かった。２齢幼虫では，有機リン系薬剤に対する感受性

は高い傾向が見られたが，雌成虫では，有機リン系，

カーバメート系薬剤に対して感受性の低い個体群が認め

られ，片山（１９９７）の報告と同様な傾向を示した。また，

これまで効果が高いとされてきたエマメクチン安息香酸
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塩乳剤（鶴田ら，１９９９）とクロルフェナピルフロアブル

（片山，１９９７）は，殺虫効果が低かったことから，鹿児

島県内の花きほ場に生息するミカンキイロアザミウマ個

体群の感受性低下が示唆された。

　ヒラズハナアザミウマに対しては，イミダクロプリド

水和剤の殺虫効果が高い（多々良・鈴木，１９９３）という

報告もあるが，羽室・柴尾（２０００）は効果が低いとして

おり，既に感受性が低下している可能性がある。本試験

でのイミダクロプリドフロアブルの殺虫効果は低く，羽

室・柴尾（２０００）と同様の結果となった。また，合成ピ

レスロイド系のビフェントリン水和剤（多々良・鈴木，

１９９３；羽室・柴尾，２０００）やクロルフェナピルフロアブ

ル（羽室・柴尾，２０００）は，これまで効果が高いとされ

てきたが，今回の試験では殺虫効果が低かった。効果が

高い（羽室・柴尾，２０００）とされている有機リン系のア

セフェート水和剤も殺虫効果がやや低かったことから，

ヒラズハナアザミウマで広範な薬剤感受性の低下が懸念

される。

　ハナアザミウマに対しては，今回供試した薬剤の半数

以上で高い殺虫効果が認められたことから，現在使用さ

れている薬剤に対する感受性は高いものと考えられた。

　薬剤感受性は薬剤の使用頻度に応じて変動する（浜，

１９９２；森下，１９９９）ことから，今後も薬剤感受性の動向

に注意し，抵抗性の発達を抑えるために，物理的，生物

的防除手法との組み合わせ，発生種に応じた薬剤の選択

やローテーション散布等の対策が必要である。
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